
相愛大学総合研究センターでは、学内の様々

な分野の教員の専門的知識を活用し、相互の交

流を活性化することを目的に、共同研究プロジ

ェクトを実施している。平成 24年度からの 3

年間は「日本における諸学問の近代史」をテー

マに共同研究を行い、近代の学問が西洋の学問

の移入から始まり、固有の問題と取り組みなが

ら自立してゆく過程を確かめてきた。その成果

は平成 28年 3月発行の「総合研究センター報

告書 近代化と学問」にまとめられている。

だが、西洋文化の衝撃を受け止め、近代化へ

の対応を迫られたのは学問の領域に限らない。

そこで、昨年度からは、「日本の近代－模倣と

創造－」をテーマとし、学問に限定せず、近代

日本の文化が確立する過程を多面的に明らかに

することを試みている。研究会は学内の教員を

主要なメンバーとして学外からの講師も招聘

し、学内外から参加者を募った。その成果の大

部分を年度末の公開講座で紹介する予定である

が、第 1回から第 5回までの研究会の概要を報

告する。

第 1回
報告者：山下昇

（相愛大学共通教育センター教授）

テーマ：米作家フォークナーと近現代日本文学

（芥川、太宰、村上春樹）

日 時：2016年 6月 30日（木）

午後 1時 20分～午後 2時 30分

場 所：相愛大学 3号館 135教室

参加者：10名

ウィリアム・フォークナー（1897-1962）と

日本文学と言えば、これまでは大江健三郎や中

上健次などの現代作家への影響を考察するのが

常であった。だが私がここで試みるのは、その

ような後世への影響のみならず、フォークナー

と同世代の日本のモダニズム作家芥川龍之介

（1892-1927）との手法上の共通性、日本の敗戦

後作家太宰治（1909-1948）との主題の共通性

などである。フォークナーの『死の床に横たわ

りて』（1930）、『八月の光』（1932）と芥川の短

編「藪の中」（1922）の技法の類似、『響きと怒

り』（1929）と太宰の『斜陽』（1947）、『人間失

格』（1948）との主題上の共通性をまず検証す

る。最後に現在活躍中で日本を代表する小説家

と言われる村上春樹（1949- ）の中期の代表作

『世界の終わりとハードボイルド・ワンダーラ

ンド』（1985）と、フォークナーの『エルサレ

ムよ、我もし汝を忘れなば（野生の棕櫚）』

（1939）を取り上げ、この作家へのフォークナ

ーの影響と思われるものを考察する。一連の作

業を通して明らかにされるのは、フォークナー

文学と 20世紀日本文学の親近性であり、なぜ

フォークナーが日本においてこれほど注目をあ

び、高い評価を受けるのかという理由の一端で

ある。

第 2回
報告者：福本康之

（本学非常勤講師／浄土真宗本願寺派

総合研究所 仏教音楽・儀礼研究室

室長）

テーマ：西洋音楽を取り入れた日本仏教－近現

代日本仏教の挑戦

日 時：2016年 7月 28日（木）

午後 1時 20分～午後 2時 30分

彙 報
相愛大学総合研究センター研究プロジェクト活動報告
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場 所：相愛大学 3号館 135教室

参加者：16名

日本の近代仏教界は、明治維新政府による欧

化政策のもとで、さまざまな面で変革を迫られ

てきた。それは、仏教においては欠くことので

きない、儀礼などの表象文化面においても例外

ではなかった。浄土真宗本願寺派の法要におい

て、今日西洋音楽の要素が見られることも、欧

化政策の結果として日本社会が西洋化したこと

に鑑みれば、一見当然のことように思われる。

しかし、社会の西洋化は、そのまま表象文化の

西洋化をもたらすとは限らない。それは、同じ

伝統仏教界を見渡しても、西洋音楽を積極的に

採り入れている教団は、浄土系教団など少数派

にすぎず、さらに表象文化の担い手である各種

伝統芸能においても、音楽の西洋化は殆ど見ら

れないのが現実である。ではなぜ、浄土真宗本

願寺派をはじめとする浄土系教団では、音楽面

の西洋化が進んだのであろうか。本発表は、仏

教洋楽と称される音楽文化に焦点を当て、仏教

の近代化の一側面を読み解こうとする試みであ

る。

本発表では、まず史料に基づき、仏教洋楽の

歴史的な変遷を概観し、音楽そのものの様式や

技巧面などの変化を紹介すると同時に、受容の

担い手が僧侶ではなく、信者（門信徒）である

こと、そして仏教の中心たる法要などの儀礼の

現場ではなく、洋楽が信者団体の教化活動のな

かで受容されてきたことを明らかにした。その

上で、伝統的な音楽（声明・雅楽）で構成され

る法要において、特に時代が進むにつれ、信者

の積極的な参加を促すためには、対象の宗教的

音楽言語が西洋化されている事実が無視できな

い＝伝統的な音楽では法要への求心力が保持で

きない状況であることを指摘した。そして発表

者は、西洋近代化という状況の変化が特定分野

の表象文化面で起こる場合、それは単に文化の

内容だけではなく、その担い手である層とその

受容者である層の力学が大きく影響していると

結論づけた。

第 3回
報告者：岩口摂子

（相愛大学人間発達学部教授）

テーマ：幼児歌曲における時代と歌の旋律性

－わらべうたと唱歌の旋律の系統

日 時：2016年 9月 29日（木）

午後 1時 20分～午後 2時 30分

場 所：相愛大学 3号館 135教室

参加者：6名

日本の幼児歌曲は時代的に、わらべうた、唱

歌、童謡、それらに含まれない子どもの歌に分

類することが可能である。本研究会の前半で

は、幼児歌曲のジャンルを音楽的に特徴づける

ものとして、旋律の基となる音階に注目し、わ

らべうたの系統と唱歌の系統に分けて論じた。

唱歌では、明治の学校音楽教育の中で考案され

た、西洋音楽の七音長音階の四番目と七番目の

音を抜いた四七抜き長音階が多用され西洋音楽

がベースであるが、日本古来のわらべうたは、

民謡音階や都節音階が多用され、旋律の動きや

フレーズ構成でも唱歌とは大きく異なる。唱歌

に続く童謡は、音階的にはわらべうたの系統、

唱歌の系統いずれもあるが、異種の音階が組み

合わさったものも多くみられる。さらに現在、

定番の幼児歌曲となっている戦後の歌の中に

は、唱歌的な四七抜き長音階の歌もある一方、

わらべうた的な要素が含まれているものもあ

る。またアニメやテレビなど映像を伴って歌わ

れる幼児の歌の中には、わらべうた的な旋律を

もつ曲も少なくないことを指摘した。後半では

幼児（5歳児）は、音階の違う旋律をどのよう
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に感じとっているか、発表者の研究について紹

介した。具体的には、わらべうたで多用される

民謡音階と唱歌で使われる四七抜き長音階のほ

か、四七抜き短音階、7音長音階、ドリア旋

法、ブルースの 6つの旋律について、5歳児は

旋律の好みはあるか、旋律をどのように感じる

か、それらは年齢、男女の別で異なるかを調査

したものである。その結果、5歳児は旋律を長

調、短調のような大まかな区別だけでなく、小

さな差も逃さず記憶して比較することができ、

長調、短調の中での種類の違いや今まで聞いた

ことがある音楽を参照しながら、旋律の性格を

言い表すことのできる子が多く認められた。5

歳児と比較をした女子大生とでもっとも異なっ

ていたのはブルースで、多くの女子大生が「あ

やしい」という概念に近い言葉を使ったのに対

して、5歳児の特に男児では「楽しい」や「面

白くなってくる」などほぼ良い印象で捉えてい

て、5歳児の旋律の好みは、必ずしも「聞き慣

れた音階」によるものではないことがわかっ

た。5歳児の段階では、女子大生のように単旋

律の好悪を選ぶことは難しいが、そのことは旋

律が理解できないことや旋律同士を比較できな

いことを意味するのではなく、むしろ各音階に

対する幼児の発言から旋律への高い感受性が認

められたことなど述べた。

第 4回
報告者：黒坂俊昭

（相愛大学音楽学部教授）

テーマ：山田耕筰のめざした音楽

日 時：2016年 10月 27日

午後 1時 20分～午後 2時 30分

場 所：相愛大学 3号館 135教室

参加者：14名

山田耕筰（1886-1965）は《からたちの花》

や《この道》などの作品で広く知られている。

ところでこのような歌曲は歌詞に日本語が用い

られているが、音楽自体は西洋近代の調性音楽

である。山田は東京音楽学校に在籍していた時

代、自身のこういった作品を指して「日本産の

ドイツ音楽」と称していた。その後ベルリンに

留学していた時には、西洋音楽のアカデミック

な作品（ドイツ産のドイツ音楽）を学修し、ド

イツ音楽の真髄を学ぼうと考えていたようであ

る。

これらの状況から観れば、若き頃、山田は日

本語を歌詞とする歌曲と純粋なドイツ音楽の作

曲を目指していたと思われる。前者は確かに山

田が生涯を通して作り続けた楽種であり、それ

は山田のライフワークの一つであった。しかし

後者は、楽劇や交響詩が作曲されてはいるもの

の、題材に坪内逍遥や三木露風の作品が取り入

れられている。ここに山田は、日本人として馴

染むことができない「ドイツ産のドイツ音楽」

に代わって、新たな音楽の確立を求めようとし

た。

その新しい音楽への端緒は、ベルリンから東

京に帰る帰途、モスクワで感知された。スクリ

ャービンの《詩曲》を聴いた山田は、そこに

「ドイツ産のドイツ音楽」や「日本産のドイツ

音楽」を超える独自の音楽の予感を抱いたので

ある。スクリャービンの音楽から発想を得た山

田は、音楽が身体と呼応し、演奏家が自己の心

身を一体化させる瞬間を感じ取るような作品を

手掛けるようになった。彼自身が「舞踊詩」或

いは「舞踊詩劇」と呼ぶその新しい楽種は、こ

れまでの音楽の営みを根幹的に改造するもので

あり、音楽を身体的運動と協調する芸術へと変

貌させる新奇性を有していた。山田が目指した

音楽は、まさにこういった西洋音楽のアカデミ

ズムから脱脚した新しい芸術音楽の確立であっ
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たのである。ただこの試みは時代を先走り過ぎ

ていたために完成されることはなく、またそれ

を受け継ぐ作曲家も出現しなかった。

しかし山田が舞踊詩を作曲し始めていた頃

（例えば舞踊詩劇《マリア・マグダレーナ》は

1916年に作曲されている）からちょうど 100

年、現在に至って音楽がさまざまな局面で身体

と協調する様子が見え始めてきた。ここに山田

のめざした音楽がようやく実現される時が来た

ように思われる。

第 5回
報告者：高木学

（相愛大学人文学部准教授）

テーマ：2000年代のアニメと若者 －アニメ

における定型と変化－

日 時：2016年 11月 24日

午後 1時 20分～午後 2時 30分

場 所：相愛大学 3号館 135教室

参加者：8名

日本のアニメ作品は、新しい日本文化として

注目が高まっている。その人気の傾向は年々変

化しており、単に動画作成の技術や作品のメッ

セージ内容だけでなく、社会情勢や若者の意識

の変化などを色濃く反映している。本講では

2000年以降のアニメで人気となった 2つの潮

流に着目し、その作品の特徴と当時の世相・風

潮との関連性をした。

2000年以降のアニメ業界で注目すべき潮流

の一つが「日常系」と呼ばれる、美少女キャラ

の日常や会話を描く作品群である。日常系の特

徴は、かわいいキャラクターが複数登場し、な

おかつ、物語内で男女の恋愛や個人の成長など

大きな出来事が描かれないという点にある。こ

の流れは、ゲーム業界で物語性の低い育成や収

集のゲームが人気となり、また動画投稿サイト

では内面を持たない容姿と声だけのキャラクタ

ーが支持されている状況と軌を一にする。視聴

者・ファンとって壮大な物語の需要が相対的に

低下している現れといえる。

これの背景には、娯楽作品に求める要素が、

勝利や恋愛成就によるカタルシスやキャラクタ

ーへの感情移入ではなく、成長しないキャラク

ターの不変性・安心感や、見守る・愛でること

による癒しなど、傍観者としての満足感を得た

いという方向にシフトしてきているためといえ

る。

もう一点の注目すべき潮流として、「残念」

な特徴を持つキャラクターの人気が高まってい

る点である。一見、美男子・美少女だが、オタ

ク、妄想癖、毒舌など大きな欠点を持ちつつ

も、友人たちに許容されているというキャラク

ターが、様々なアニメ作品に登場するようにな

ってきている。

この「残念」なキャラの背景には、「空気を

読む」ことが求められ、「不寛容」が広がりつ

つある日本社会で、自由気ままに我が道を行く

「残念」なキャラクターたちの好感度が高まっ

ているという事情がある。

さらに、こうしたアニメの人気の変化は、急

に立ち現れてきたのではなく、時代ごとに一部

を継承しつつ、一部を改変していくことで新し

い人気を勝ち得てきたと考えられる。70年代

の「機動戦士ガンダム」、90年代の「新世紀エ

ヴァンゲリオン」、2000年代の「日常系」、

2010年代の「残念なキャラ」、これら 4つの人

気作品を比較分析すると「世界観・状況」「仲

間との調和」「成長と変化」の 3点を軸に、定

型の模倣／継承と新たなる変革を成し遂げてい

ることを見て取ることできた。
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【はじめに】
いつ起こるかわからない災害から個人や家

族、地域を守るためには、私たち一人ひとり

が、災害に対する知識を深め、備えを行ってお

くことが必要である。相愛大学人間発達学部発

達栄養学科では 2012年から産官学連携事業の

一環として、9月の「防災月間」に食と防災の

視点から、自助（個人）・共助（地域や大学な

ど）・公助（行政、病院）の必要性の理解を深

めるためにシンポジウムを実施している。それ

ぞれの立場で日頃の備えを見直し具体的な取り

組みが実践できるように、大阪府民、食の専門

家ならびに大学生を対象にシンポジウムを企画

している。今日、大学は「共助」の立場からも

広く地域との連携・支援を考えていくことが

益々重要でそのための多様な取り組みが望まれ

ている。

発達栄養学科では、2013年度からシンポジ

ウムの一環として学科展示を実施し、管理栄養

士養成大学として、より積極的に学生の防災に

対する意識や理解を深める取り組みを進めてき

た。

本稿では、平成 28年度「食と防災シンポジ

ウム」全体の紹介と発達栄養学科の取り組み

「若い世代に伝えたい！食と防災Ⅳ」について

報告する。

Ⅰ 食と防災シンポジウム 実施内容の概要
当日の実施内容は次のとおりである。

1．開催時期（日時）

平成 28年 9月 2日（金）

13時 20分～16時 10分

2．開催場所

相愛学園本町学舎講堂

3．参加者数

385名

4．参加者の概要

一般府民、食生活改善推進員、大阪府・市町

村等行政関係者、学生、食品企業等関係者等

5．主催

相愛大学、大阪府、農林水産省近畿農政局、

大阪青山大学、（公社）大阪府栄養士会

相愛大学 主催

食と防災シンポジウム 2016

「備えてまっか～！まさかの時の食Ⅴ」

（作成した広報用チラシ）
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6．後援

大阪府食生活改善連絡協議会、大阪市食生活

改善推進員協議会

7．協賛

大塚製薬株式会社大阪支店、大阪府焼菓子工

業組合、株式会社ニッタバイオラボ、旭松食

品株式会社

8．開催内容

（1）開会挨拶

大阪府健康医療部保健医療室健康づくり課

参事

（2）第一部：シンポジウム

・講演「最近の災害時における避難所の食環境

について」～東日本大震災、関東・東北豪雨

災害、熊本地震等での活動経験から～

兵庫県尼崎総合医療センター栄養管栄部管

理課 栄養管理部次長兼栄養管理課長

下浦 佳之 氏

（3）パネルディスカッション

「食の視点でもう一度考えよう 自助・共助

・公助」

・プレゼンテーションⅠ

「本当に役立つ防災準備」

相愛大学客員教授 坂本 廣子 氏

・プレゼンテーションⅡ

「避難所でのよりよい食事提供に向けた行政

栄養士の役割」

大阪府健康医療部保険医療室健康づくり課

総括主査 中村 清美 氏

【パネリスト】

前掲 坂本 廣子 氏、中村 清美 氏

【コメンテーター】

大阪青山大学健康科学部教授、（公社）大

阪府栄養士会会長 藤原 政嘉 氏

前掲 下浦 佳之 氏

【コーディネーター】

相愛大学人間発達学部教授

総合研究センター長 太田 美穂

（4）閉会挨拶

農林水産庁近畿農政局経営・事業支部長

【進行】

大阪府健康医療部健康づくり課

9．展示コーナー（12 : 30～16 : 20）

①「地域と連携した食と防災」

大阪府保健所栄養士

②「大阪産もんの紹介」

大阪府環境農林水産部

③「見て分かるがってん！防災」

相愛大学客員教授 坂本 廣子 氏

④「若い仲間に伝えたい！ 食と防災Ⅳ」

相愛大学人間発達学部発達栄養学科

10．会場の設営、打ち合わせ、アンケートの実施

当日の会場設営、受付、後片付けなどに相愛

大学人間発達学部発達栄養学科の学生（2～3

回生）が打ち合わせから参加、終日ボランティ

アとして活動した。
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下浦佳之氏

坂本廣子氏

中村清美氏

11．当日の様子

第 1部 講演

「最近の災害時における避難所の食環境につい

て」

～東日本大震災、関東・東北豪雨災害、熊本地

震等での活動経験から～

管理栄養士による「JDA-DAT「河村号」で

の栄養・食生活支援活動を具体的に紹介され、

さらに今後の課題と方向性について論点を整理

された。【会場の声】それぞれの災害時の問題

点、改善点が比較できて大変わかりやすかっ

た。阪神の時のことを東日本で活かし、その問

題をさらに熊本で活かしていることが分かっ

た。

第 2部 パネルディスカッション

「食の視点でもう一度考えよう！自助・共助・

公助」

平成 24年第 1回開催から今年で 5回目のシ

ンポジウムとなる。毎年行っている参加者への

アンケートから「自助、共助、公助の意味を知

っている」との回答数が増えており、今後何を

すべきか具体的に考える機会ととらえ、最後ま

で熱心に聴講される参加者の姿が印象的であっ

た。

【自助の視点から】

「本当に役立つ防災準備」

日頃の生活から心がけるポイントや、生活用

品の活用で始められる自助の提案がなされた。

「食物アレルギーたすき」の紹介や赤ちゃんか

らお年寄りまで使える簡単防塵マスクの作り方

などの紹介に関心が集まった。【会場の声】自

助できてこその共助があると坂本先生の話から

よく理解できた。身近なものでも使い方を知っ

ていれば災害があった時にとても役立つと実感

した、早速とり入れたい。

【公助の立場から】

「避難所でのよりよい食事提供に向けた行政栄

養士の役割」

大阪府行政管理栄養士として、熊本地震へ派

遣された 2か月間（5月～6月末）の現場での

支援活動の記録を時系列的に紹介された。【会

103



大阪府保健所栄養士

大阪府環境農林水産部

相愛大学客員教授　坂本廣子氏

大阪焼菓子工業組合：
防災おやつ「バナナカステラ」の紹介

場の声】テレビなどのメデイアでは得られない

段階を経た取り組みの様子がよくわかり、今後

の支援活動の参考になる。聴講した管理栄養士

や食生活改善推進員からの感想である。

展示コーナー（12 : 30～16 : 20）

【地域と連携した食と防災】

【大阪産もんの紹介】

【見て分かるがってん！防災】

【協賛企業展示】
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（株）ニッタバイオラボ：
ゼラチン、アガーの紹介と災害時の活用法

旭松食品（株）：
災害時にも備蓄しやすい「こうや豆腐」等
の紹介

説明する本学学生

水分補給の方法：　
フルーツと缶果汁を活かしたゼリーを提案。
エネルギー補給と同時に水分補給源となり、
かつ食品ロスにも配慮した工夫を紹介

【相愛大学人間発達学部発達栄養学科】

「若い仲間に伝えたい！食と防災Ⅳ」として、

災害時に活用しやすい水分補給の方法を中心に

展示を行った。
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【会場の声】私たちにできることがたくさんあることが分かった（同じ世代の参加者
より）。若い人にもっと伝わればよい、解説が丁寧で、頑張っていることが伝わって
きた。

（上）JDA-DAT「河村号」に装備されたキッ
チン設備、備品の展示の様子。

（下）栄養・食生活支援活動を通じて被災
地支援を行う様子を紹介。

【見学コーナー】

「熊本地震等で活動した災害支援医療緊急車両

『JDA-DAT 河村号』がやってきた」

JDA-DAT 河村号とは、キッチンボックスを

搭載した車両（キッチンカー）です。平時は、

各都道府県栄養士会での JDA-DAT 活動に利用

し、災害時には、JDA-DAT 災害支援医療緊急

車両として栄養・食生活支援活動を通じて被災

地支援を行っています。

なお災害支援医療緊急車両 JDA-DAT「河村

号」の活動については、（公社）日本栄養士会

ホームページを参照されたい。
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【発達栄養学科の取り組み】展示資料

【災害時の水分補給】
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【災害時の簡単レシピ】
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（レシピ作成 本学専任講師 杉山文）
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【さいごに】
平成 24年にスタートした本シンポジウムは

平成 28年度で 5回目の開催になる。この間、

地震をはじめとして大規模な災害が日本列島に

起こり、緊急時の備えについて一般人の関心が

ますます高まってきた。

例年 400名前後の参加者を得ているが、当初

は「自助・共助・公助」という言葉の意味をな

ぜ理解する必要があるのかなど、関心も知名度

も低かったが、年と共にその言葉や意味を理解

して自分の中で役立てたいと思う感想が多く寄

せられるようになった。

今年度は特に阪神、東北、熊本で起こった大

地震で支援活動を行った下浦氏ならびに熊本地

震直後の支援活動を行政管理栄養士である中村

氏に栄養・食生活を中心に直近の様子を報告し

ていただいた。管理栄養士をめざす本学学生か

らも大変有益で興味深い内容で今後の勉強の参

考になるとの感想が多かった。展示コーナーや

JDA-DAT「川村号」の見学にも多くの方が訪

れ、熱心に質問をされる様子が窺えた。解説と

実物展示を行い、講演による座学に加えて実践

的な防災方法の実際が参加者の理解を一層進め

て、「自助、共助、公助」への理解を深める機

会になったと考えている。

近年の災害は、想定できない被害の発生と拡

大が認められこれまでの経験以上に一人ひとり

が防災意識を高めることが重要である。突然や

ってくる災害に対応するためには、日頃から繰

り返し防災意識の刺激と備えを行っておかなけ

ればならない。本シンポジウムは、「食と栄養」

を中心に実施してきたが、大阪・大阪周辺地域

の皆様の命を守ることに少しでもお役にたてる

ことができれば、それは相愛大学にとっても無

上の喜びである。

【本シンポジウム実行委員】

・相愛大学人間発達学部発達栄養学科

水野淨子（副学長） 太田美穂（教授）

多門隆子（教授） 竹山育子（准教授）

角谷 勲（教授） 杉山 文（専任講師）

堀野成代（助手） 角田綾香（助手）

森川愛美（助手）

・大阪府健康医療部保健医療室健康づくり課

江上ひとみ（栄養総括主査）

中村 清美（総括主査）

・大阪府環境農林水産部流通対策室

・農林水産省近畿農政局

・大阪青山大学健康科学部

藤原政嘉（教授・（公社）大阪栄養士会会長）

（文責 総合研究センター長 太田美穂）
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総合研究センターでは、本学各部局における

学術的活動に対し協力支援を行っている。その

ひとつとして本年度は人文学部の主催する公開

講座を後援した。以下、開催場所、各講座の日

程、講師、テーマ、要旨などを掲載し報告す

る。

場所：相愛大学 本町学舎 F 604教室

なお各講座とも開催時間は午後 2時から午後 4

時まで。

第 1回

5月 28日（土） 教授 呉谷充利

「小出楢重と大阪」

小出楢重の出世作『N の家族』は生活感を

漂わせるこの家族の肖像を重厚な作風のなかに

描く。絵は現在岡山県倉敷の大原美術館に飾ら

れている。かれは明治二十年（1887）大阪の島

之内に生まれ、昭和六年（1931）当地に没して

いる。東京美術学校の日本画科から転科し待望

の西洋画科に入ったかれは 1921年渡仏し西洋

絵画を直に学ぶ。文展に出品するも落選のみを

数えたこの画家に転機が訪れる。大正八年奈良

の『江戸三』で小出楢重と出会った広津和郎は

かれのアトリエを訪ね、『N の家族』を目にし

たのである。広津はこの作品の二科展への出展

を勧める。

文展の創設に尽力したのが黒田清輝であり、

第一回文展が明治四十年（1907）に開催され

る。黒田清輝は西洋近代絵画の修得者であり、

外光派と呼ばれ、画のコンポジションをいう。

これに対し、小出楢重は自身の西洋画の研鑽に

おいて、まず「西洋の伝統と古格とその起る処

の生活に触れなければならない」とする。われ

われは画にたいする根本の違いをここに見る。

一言でいえば美しいコンポジションの画と生活

に根をもつ画の美である。

二科展は文展に反発して新たに開かれた展覧

会であり、梅原龍三郎、坂本繁二郎、津田青楓

等が名を連ねている。『N の家族』はみごとに

二科展入選を果たし樗牛章を受章する。この小

出楢重の画の根本を支えたものが大阪人の生活

感覚に見る精神性である。かれは「要するに、

よくこの世界を了解すると云ふ事は、よく観察

しよく写実しなければ油絵は成立って行き難い

ものである。」という（『アトリエ』昭和三年五

月号）。

現実の徹底的な観察と写実というかれの画の

方法はまさに商の経済に成立する大阪人の精神

に重なる。絵画が絵画以前のもう一つの世界に

連なるこの芸術の有り様はまさにロマン・ロラ

ンの『ジャン・クリストフ』の一節を彷彿させ

る。

「彼はまどろみに落ちていくような気がした

・・・急に、夕闇の中でゴットフリートが歌い

出した。彼はよわい、おぼろげな、いわば内面

の声で歌った。二十歩はなれていればその歌は

聞こえなかったであろう。だがその歌には心を

感動させる真実さがあった。心の思いがそのま

ま声になり歌になっているふうであった。」（ロ

マン・ロラン全集 1『ジャン・クリストフ』片

山敏彦訳 みすず書房 1989）一行商人にすぎ

ないゴットフリートの歌はそれを生む生の真の

あり様に届く。

谷崎潤一郎は小出楢重について「何んにして

も、大阪人の特色と、芸術家の天稟とが、あの

くらい巧く調和されていた人はなかった。あれ

平成 28年度相愛大学公開講座

人文学の御堂筋
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こそは真に郷土の生んだ芸術家だという感じが

した。」（篠田一士編『谷崎潤一郎随筆集』所収

「私の見た大阪及び大阪人」）と書きながら、小

出楢重の訃報にたいする当時の新聞の扱いが思

いのほか簡略であったことについて「この特異

なる郷土の芸術家を惜しむ記事などがもう少し

出てもいいと思われるほど淋しかった。」と自

らの心中を述べている。（「同所」注）

一文は谷崎潤一郎をして、言わしめたこの画

家への敬意と賛辞であり、大阪の近代にみるこ

の遺産の継承は云うまでもない。

付言すれば、筆者はさらに江戸と上方の「い

き」と「すい」について触れ、その精神性の違

いを述べた。

第 2回

6月 25日（土） 教授 片岡尹

「やさしい国際金融の話」

人民元の国際通貨化が話題となった。元は

SDR を構成する通貨のひとつに採用された。

これは元が国際通貨となる第一歩と考えられて

いる。

国際通貨とは国際決済に使用される通貨の謂

いであり、具体的には、周辺国の銀行が中心国

の銀行に保有する外貨（中心国通貨）建て預金

である。周辺国が輸出し、中心国通貨（すなわ

ち国際通貨）を受取ると預金が増え、輸入する

と減る。従来国際通貨の条件として、流動性、

調整、信認が挙げられてきた。外貨預金は自由

な開設、使用が許されねばならないし、量的に

十分に供給されねばならない（流動性）。為替

相場は安定し、外国為替取引について突然の規

制や制度的変更はあってはならない（信認）。

自国通貨で輸出入の契約をすると為替リスク

はないので、為替リスクは外貨建てで輸出入す

る周辺国に押付けられる。押付けられた周辺国

にヘッジ手段がなければならない。変動相場制

では為替リスクが大きいだけに、この要件が重

要になる。国際通貨となるためには、言い換え

ると周辺国が外貨預金を維持するためには、外

貨（国際通貨）についてリスクヘッジ手段がな

ければならない。しかも周辺国が自由に利用で

きる必要がある。加えて、国際決済は、周辺国

が外貨預金を自由に増減させることである。不

足すれば外貨を調達し、過剰であれば運用する

のも自由でなければならない。中心国の金融市

場は自由で無差別、開放的かつ効率的である必

要がある。

国際通貨は周辺国が保有する外貨預金であ

り、資産である。資産を外国に置くのはそのほ

うが安全であるか、あるいは預金とはいえ実質

は負債、つまり国際決済のために預金を保有し

ているが実際は借入れた外貨を預金しているの

である。周辺国の貿易収支は赤字であるが、資

本輸入（借入）により外貨預金を維持してい

る。逆に中心国は経常収支は黒字、資本収支は

赤字である。この場合、周辺国は預金に不安を

感じず、信認が維持される。

他方、中心国は世界経済を成長させる期待と

任務を担わされる。中心国は世界の有効需要を

拡大させるため、自国市場を解放し、貿易を自

由化し、世界から商品を受け入れる。さらに

は、外貨預金を十分に供給するためには、国際

通貨国は貿易赤字のほうが簡便である。中心国

は、当初は黒字であっても、時とともに経常収

支赤字に陥る。そのため、為替相場は不安定と

なり、流動性の供給と信認の維持とのジレンマ

に苦しむことになる。元はどうか。

第 3回

7月 30日（土） 講師 アルスドルフ ヨハ

ン、教授 木下有子
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「異文化を知り、自文化を知る」

参加学生（人文学部留学生）：

田静瑩（中国）

丁楠（中国）

トミー（インドネシア）

本講座は「異文化を知り、自文化を知る」と

いうタイトルでの 2時間であった。講師が 2

名、さらに 3名の留学生の参加という形で行っ

たが、これには理由がある。本学がアジア諸国

から留学生を受け入れるようになってから数年

が経つが、彼（女）らの存在は大きいと日々の

授業で強く感じている。様々な文化圏の学生た

ちが集まった教室は毎回が驚きで詰まってお

り、世界は広く深く面白いと思う時間である。

異文化について、知らなければ「怒り」や「反

感」になってしまうものが、知ることによって

「理解」に変わる。その時、多文化の人々が共

に学ぶことの意義を知ることができる。したが

って、日本人講師が他の文化について間接的な

知識や情報を話すよりも、異なる文化を背景に

持つ教員や学生自身が自分の文化について生の

話を発信する方がずっと意味のあることだと考

えるに至った。

まず、アメリカ文化を背景に持つ教員アルス

ドルフが「文化」一般について導入後、アメリ

カのホットな話を提供した。アメリカのニュー

スは他の国のものよりも速く詳細に伝わってき

ていると考えがちであるが、日本にいるとなか

なかわからない内容や感覚が披露された。次

に、中国からの留学生 2名が話をした。一人目

の田は「中国人の日常」という題目で、朝食文

化や「広場ダンス」なるものを紹介した。2人

目の丁は「中国人の日常」の中で特に「高校生

の日常」に焦点を絞り、中国の教育──特に、

教育の目的や宿題、カリキュラムなど──につ

いて詳細に述べた。インドネシアからの留学生

トミーは「インドネシアと黒魔術」というテー

マでインドネシアの現実を紹介した。インター

ネットやソーシャルメディアの普及が著しいイ

ンドネシアで黒魔術が日常的に存在しているこ

とや黒魔術そのものについての説明がなされ

た。いずれもそれぞれの国における伝統文化と

現在に触れる意味深い内容であった。日本人講

師の木下は講座の企画及び立案と当日の総合司

会や補足説明などを担当した。

講座最後の質疑応答は、聴衆が発表者に直接

疑問を投げ掛け、生の情報を得て納得したり驚

いたりする場となった。特に中国の教育に関す

る質問が活発になされ、日本の教育との相違が

浮彫りになった。

本講座へのすべての参加者が、異文化を知る

ことを通して自文化を再認識できれば、また世

界の文化は多様であり、自文化はその多様な文

化の一つに過ぎないのであると改めて思うこと

ができれば、この講座の意味はあったと言えよ

う。

第 4回

9月 24日（土） 准教授 佐々木隆晃

「お彼岸に想う －親鸞聖人と恵信尼公－」

彼岸とは、迷いの世界である此岸に対する語

で、生死の迷いを超えたさとりの世界の意であ

る。ただ漠然と「あの世」を望むのではなく、

原語である梵語パーラミターが「到彼岸」と訳

されるように、彼の岸に到りつつある現在の生

涯を意識するものである。毎年春分・秋分の日

の前後 7日間にわたり勤修される仏教行事は、

真西に沈む太陽を望みながら、自身の命の行く

先を見つめる機会として先人から受け継がれて

きた。

現代社会ではすべてにおいて経営感覚が持ち

込まれ、損得勘定で物事を判断する傾向があ
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る。そのような見方に対して、宗教的意識はそ

の価値観の問題点を指摘することができるとい

えよう。これは教育とビジネスの違いとも同様

なのである。

ビジネスは時間がかからないことを良しと

し、教育は時間がかかるものであると指摘する

意見がある。教育というのは受けた授業や身に

つけた内容が、すぐに目に見える効果を発揮す

るばかりではない特徴があり、自身の見えない

ところ、どこをどう迂回したのかよくわからな

いようなやりとりによって成り立っている。

これは社会における自分と他者の関係や、親

子・親戚など世代を隔てた人間関係などにも共

通するあり方といえよう。仏教ではそれを

「縁」や「恩」という教えによって表現してき

た。

葬儀の折りにいわれる、「故人が生前たいへ

んお世話になりました」という挨拶の「生前」

とは「死の前」のはずであり、それを生前、す

なわち生まれる前と表現しているところに、浄

土往生の思想をうかがうことができる。

「死んだらおしまい」などの言葉にみられる、

生きていることだけに意味があり、死を人生の

敗北のように捉えることは、自身の一生涯をむ

なしいものと位置づけてしまうのではないだろ

うか。

高速道路の渋滞を俯瞰的に見ることができれ

ばイライラはいくらかはおさまるであろうよう

に、現在の人生の苦難や行く末を大所高所から

眺めることができたなら、少しは悩みの受けと

め方も変わるかもしれない。

自身のいのちのありように思いを致す機会と

して、お彼岸は先人によって受け継がれてき

た。難波の海（大阪湾）に沈む夕日を眺めるこ

とのできる大坂の地に築かれたお寺が大坂本願

寺である。それを起源とする御堂筋において、

浄土真宗に生き抜いた親鸞聖人とその妻恵信尼

公を学ぶ機会を過ごさせていただいた。

第 5回

10月 29日（土） 准教授 西迫成一郎

「人に魅せられる －好意と恋心の心理学－」

本講座では、いかなる要因が影響して人が特

定の他者に魅力を感じあるいはそれとは異なる

感情を持ってしまうのか、またそのような要因

が他者への魅力に影響を及ぼす理由について心

理学的説明を行った。

人は、その多くが人と親しい関係を持つこと

でさまざまな喜びを得ているだろう。また、日

常生活では人は助け合わなければより良く生活

することも難しいだろう。そのため人はより良

い人間関係を築くことを切望しており、他者か

ら見て自己が魅力的な存在でありたいと一般的

に考える。公開講座では、この他者への魅力を

もたらす要因について述べて、またその要因が

なぜ魅力をもたらすのかその理由について心理

学的に説明した。

具体的内容としては、自己と他者の関係性と

しての空間的な近接性や態度の類似性、また自

己の考えや状況に関する情報を他者に伝える自

己開示、さらに自己の印象を管理するために自

己の情報を他者に与える自己呈示などについて

説明した。次に、これらの要因がなぜ他者への

魅力に関連するのかについて、強化理論的な立

場や認知的整合性理論からの説明を行った。こ

れらに続けて、恋愛関係についての話にも少し

の時間を使った。

以上の講座によって、人生において最も重要

なことの 1つである対人関係において、受講者

の方々のより良い進展につながることを意図し

た。
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第 6回

2月 4日（土） 准教授 荒井 真理亜

「くいだおれ大阪の文学」

本講座では、相愛女学校の卒業生である山崎

豊子の『暖簾』を取り上げ、作品の成立と特長

について解説した。

昭和 32年に発表された『暖簾』は、山崎豊

子の処女作である。山崎豊子は昭和 19年に毎

日新聞大阪本社に入社した。調査部を経て、学

芸部に異動し、副部長であった井上靖の指導を

受ける。井上靖が退社するときに「君も小説書

いてみては──、人間は自分の生いたちと家の

ことを書けば、誰だって一生に一度は書けるも

のだよ」1）と言われたという。その言葉で一念

発起し、「七年がかりで」2）書き上げたのが『暖

簾』である。『暖簾』は「わが家の周辺を素材

にした小説」3）だが、「私の家の歴史を書いたの

じゃない」4）らしい。

『暖簾』は船場の昆布問屋で丁稚からたたき

上げ、一人前の大阪商人になった吾平と、その

跡を継ぐ次男の孝平が、災害や戦争など数々の

苦難を乗り越え、暖簾を守り続ける大河小説で

ある。

大阪の味を代表する昆布を通して、明治・大

正・昭和の経済史や食文化の変遷が描かれてい

る。例えば、戦中に吾平を追い詰めた統制経済

が、戦後は孝平に商機をもたらす。「昔から大

阪の昆布、東京の海苔」と言われていたが、孝

平の東京進出が成功するのは、戦中の食糧不足

と統制経済で関東の食文化が変わったからであ

る。

山崎豊子は『暖簾』を「人間の金銭欲を追求

した小説」5）だと述べている。確かに、吾平も
しまつ

孝平も自分たちの生活を「倹約」して、少しで

も金を増やし、商売を大きくしようと尽力す

る。しかし、金儲けは私利私欲からではない、
あきんど

〈暖簾〉のためである。吾平は「暖簾は商人の

命だす」と言って、暖簾を抵当に銀行から金を

借りる。〈暖簾〉は信用であり、大阪商人の意

地であり、人生哲学だと言ってよい。『暖簾』

という小説の魅力は、〈暖簾〉の社会的尊厳を

守るために、不屈の精神と創意工夫で時代の荒

波を乗り越えていく大阪商人の姿にある。

───────────────
１）山崎豊子「産声」（『山崎豊子全作品』第 1巻月報、1985年 8月 25日発行、新潮社）
２）同上。この言によると、昭和 25年に「暖簾」を書き始めたことになる。しかし、井上靖が毎日新聞を退

社したのは昭和 26年である。
３）同上。
４）山崎豊子「“土性っ骨”のある男に惚れる」（『週刊サンケイ』昭和 33年 8月 10日）
５）山崎豊子「大阪づくし」（『サンデー毎日』昭和 33年 10月 5日～34年 1月 25日）
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平成 28年度 科学研究費補助金一覧

研究代表

課題 研究課題
研究代表者

氏名 所属・職

基盤研究（C） 音楽経験と知識の度合いに基づく音楽生成シス
テムの利用状況とレベルデザイン 橋田 光代 音楽学部・講師

基盤研究（C） 幼児教育保育における食育の実践的指導力を評
価する指標の構築 進藤 容子 人間発達学部・教授

基盤研究（C） 保育所保育士による保育ソーシャルワークの可
能性と養成教育のあり方に関する研究 直島 正樹 人間発達学部・准教授

基盤研究（C） 保育者養成課程で保護者支援を実践できる力を
もつ保育者を養成する教育方法の研究 中西 利恵 人間発達学部・教授

基盤研究（C） 児童養護施設に入所する外国につながりのある
子どもの支援に関する研究 松島 京 人間発達学部・准教授

基盤研究（C） 担子菌類に含まれる複合脂質成分の解析と腸管
免疫および全身性の免疫賦活作用の検討 庄條 愛子 人間発達学部・准教授

基盤研究（C） 言語教育における地域語・国語・国際語の関係
性に関する比較史的研究 長谷川精一 共通教育センター・教授

若手研究（B） 養護教諭に新時代に対応する高い専門性と実践
力をつけるための新科目「養護学」の構築 横島三和子 人間発達学部・准教授

研究分担

課題 研究課題
（研究代表者）

研究分担者

氏名 所属・職

基盤研究（B） 音楽演奏表情データベース PEDB の拡充とそ
の実践的活用（関西学院大学・片寄晴弘） 橋田 光代 音楽学部・講師

基盤研究（C） 日本近代文学と絵画のジャンル横断的交流に関
する総合的研究（東海大学・出口智之） 荒井真理亜 人文学部・准教授

基盤研究（C）
保育者養成課程で保護者支援を実践できる力を
もつ保育者を養成する教育方法の研究（相愛大
学・中西利恵）

曲田 映世 人間発達学部・助教

基盤研究（C）
担子菌類に含まれる複合脂質成分の解析と腸管
免疫および全身性の免疫賦活作用の検討（相愛
大学・庄條愛子）

水野 淨子 人間発達学部・教授

基盤研究（C）
保健室において子供の抱える問題を構造的に可
視化する子供理解支援システムの開発（大阪人
間科学大学・岡田雅樹）

横島三和子 人間発達学部・准教授

117



平成 28年度 外部団体よりの受託研究、共同研究及び教育研究奨励寄付金

受託研究

助成団体 研究課題
研究代表者

氏名 所属・職

大阪府 平成 28年度栄養表示等リサーチ隊事業 古川 和子 人間発達・講師

教育研究奨励寄付金

助成団体 研究課題
研究代表者

氏名 所属・職

（一般社）全国栄養士養
成施設協会 相愛大学学生が行う食育推進キャンペーン 多門 隆子 人間発達・教授

（一般社）栄養改善普及
会

第 12回みんなで考える朝食教室（ヨーグ
ルト） 竹山 育子 人間発達・准教授
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